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読書週間＆朝読書〜この一行に逢いにきた〜 

2024年 5月 2日 

 明日から GWの連休に入

りますが、その GWを挟ん

で今日から5月10日まで「読

書週間＆朝読書」となります。

阿南高校は春と冬の 2回、読書週間が行われています。 

 生徒の皆さんたちは、朝の SHR前 10分間「朝読

書」の時間です。 

 校内の読書週間のポスターにある「この一行に逢い

にきた」は、読書推進運動協議会で行っている読書週

間（今年は 10月 27日〜11月 9日）の今年の標語だ

そうです。調べてみると、標語の作者は中山実穂さん

で、『 本の中にグッとくる一行があって、何度も何

度も目でなぞり、ついには暗記してしまう。作者はこ

の一行のためにこの本

を書いていて、読者はこ

の一行に出逢うため読

んでいるのだと思うと

き、幸福になる自分がい

ます。』とコメントがありました。グッとくる一行と

の出会いが、想像力が膨らませ、ものの見方が広がっ

ていくことに幸せを感じるのだと思います。 

 こちらは

毎年恒例の

「先生のお

すすめ本」

です。 

 先生方の

「グッときた一行」はどのフレーズだったのでしょう

か？ 

 

写真同好会 34年ぶりに復活(！？) 

2024年 5月 14日 

 写真好きの１年生８名が集まって、この春写真同好

会が発足しました。 

 こちらの写真が１年生の階（教室棟 4階）の廊下に

展示されています。 

どれも南信州の春の暖かな風景写真で、ちょっと幸せ

な気持ちになれ、ほのぼのしますね。 

 

 自分（牧内）も一眼レフのデジタルカメラを持って

一時は写真を楽しんでいましたが、最近はほとんど持

ち歩いておらず、もっぱらスマートフォンでの撮影で

す。今回の写真はスマホではなく一眼のデジカメで撮

った作品もあり、なかなか本格的に写真を趣味にして

いる生徒もいます。 

 今日は同好会メンバーが集まって、全国高等学校写

真選手権大会「写真甲子園」に応募する写真を選んで

いました。 

 何気ない風景や目に

止まったもの、感じた

ものを写真というカタ

チに収め、お気に入り

の写真を是非披露して

いってください。とて

も楽しみにしています。 

 阿南高校には以前“写真部(同好会)“はあったので

しょうか？ 

 調べてみると、昭和 43年(1968年)度の交友会誌(生

徒会報)の新旧生徒会役員名簿に写真同好会長名が載

っていました。43年以前の会誌の名簿には記載がな

かったので、初代は多分 56年前ですかね。1990年(平

成 2年)度までの会報には写真同好会の記載がありま

したが、それ以降は（調べ方が悪いのか）記録が途絶

えています。そうすれば、34年ぶりの同好会復活と

なりますね。 

 

テスト前学習 今日よりスタート 

2024年 5月 14日 

 とても清々しい朝です。昨日は雨でしたので、今朝

から晴天はとても気持ちが良いです。いつも通り校門

前で生徒の登校を出迎えていると、“トッキョ キョ

カキョク（特許許可局）”と、ホトトギスの鳴き声が
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聞こえてきました。初ホトトギスです。（R5校長ブ

ログ） 

 来週の 5月 21日（火）から 1学期中間考査となり

ます。それに合わせて、今日より 1週間、テスト前学

習が始まりました。 

さすが 3 年生です。

最上級生となり、ま

た自分の将来や進路

を見据えて、テスト

前学習もすごい集中

力です。 

 こちらは１年生。入学して 1ヶ月半経ちましたが、

中学と違って授業進度も

速まり、授業内容もより

専門的に難しくなってい

るのではないでしょうか。

こちらも一生懸命に取り

組んでいました。 

 

１学期中間考査始まる 

2024年 5月 21日 

 本日より３日間（５月 23日まで）、１学期中間考

査が始まりました。 

 今朝も登校時、校

門にて皆さんに挨拶

しましたが、気合が

入っているのか、い

つよもり早めに登校

してきましたね。この１週間、朝の始業前の 10分と

授業後の放課後 20分間、テスト前学習に取り組んで

きました。またそれぞれで、帰宅後も家庭においてテ

スト勉強に励んだと思います。 

 １年生にとっては高校入学後初めての定期考査で

あり、授業の進みや内容も難しくなり、中学時とは違

った戸惑いや不安の中、１限“英語コミュニケーショ

ンⅠ“のテストが始まりました。皆さん集中して真剣

に取り組んでいました。 

 2、3年生も頑張っています。 

 明日明後日、あと

２日考査は続きま

すが、少しでもいい

結果を出せるよう、

もう一踏ん張り“テ

スト学習”に取り組

んで臨んでください。 

 みんな がんばれ！ 

R6授業公開＆PTA総会 

2024年 5月 28日 

 先週の土曜日（5月 25

日）、授業公開と PTA

総会が行われました。 

 

○１年生「音楽Ⅰ」と 

「美術Ⅰ」の授業

です。 

 

○３年生の「英語

コミュニケーショ

ンⅢ」の授業です。 

○ ２年生「社会福祉基

礎」でベットマイキン

グ演習を行っています。 

○ １年生「保健Ⅰ」で

食事と健康の授業です。 

 お休みの日にも関わ

らず、本校の保護者（や

ご家族）の皆さんのほか、

地域の方々や中学 3年

生とその保護者の方な

ど、多くの方にご参観いただきありがとうございまし

た。 

〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜 

 授業公開後は体育館にて PTA総会です。 

 

 PTA係より令和５年度の事業報告と会計決算報告

などがされました。議長は令和５年度の佐々木 PTA

会長さんです。この後、旧役員退任であいさつされま

したが、佐々木 PTA会長さんをはじめ奥田 PTA副会

長さんほか旧役員の皆さん、大変お世話になりました。

https://anan-hs.i-school.jp/plugin/blogs/show/33/145/3107#frame-145
https://anan-hs.i-school.jp/plugin/blogs/show/33/145/3107#frame-145
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ありがとうございました。 

退任あいさつされる佐々木前 PTA会長（右より 2

人目） 

令和６年度の

勝又 PTA会長さ

んと新役員の皆

さんです。 

 勝又 PTA会長

さんをはじめ新

役員の皆さん、

そして本校 PTA

会員の皆さん、どうぞご一緒に阿南高校を支えていた

だきますようお願いいたします。 

 

森林づくり人づくり 「緑の募金」 

2024年 5月 28日 

 先週の土曜日、授業公開と PTA総会で授業日でし

たので、昨日はその振替で休み。今週は今日からのス

タートですが、

天気予報どお

り雨です。そ

んな中元気よ

く、生徒会に

よる「緑の募金」活

動を行いました。 

 自分が小学生の頃

も行われていました

が、調べてみると歴

史も古く、国内外の森林づくりや人づくりを目的とし

て、昭和 25年から「緑の羽根募金」運動が始まった

そうです。平成 7年の戦後 50年を契機に「緑の募金」

となり現在も続けられているボランティア運動です。 

～＊～＊～＊～＊～ 報 告 ～＊～＊～＊～＊～ 

生徒皆さんのおかげで 11,588円集まり、公益社団法人

長野県緑の募金飯伊地区緑の募金員会に振り込みまし

た。（5月 31日 生徒会中央委員会） 

 

数学検定「準１級」に見事合格！ 

2024年 5月 29日 

 昨年「週間いいだ」に掲載されたことを校長ブログ

にて紹介しました、本校３年生の村松勇星さんですが、

この度「実用数学技能検定」

で準１級に見事合格しまし

た。 

右：村松勇星さん、 

左：担任の丹下先生(数学) 

 数学検定準１級は、高校３年レベルの問題が出題さ

れ、合格率は 15〜20％と大変厳しいもので、非常に

難易度が高いものです。一次と二次があり、一次は７

題出題で 70％以上で合格。二次は数理技能を問う選

択問題と必答問題があり 60％で合格だそうですが、

彼の場合全問正解の満点で合格したそうです。数学の

理解と応用力を証明する素晴らしい成果ですね。 

 本当にすごい事です！！ 合格おめでとう！！ 

 高校卒業後は大学進学を考えているようですが、こ

れからも学業や人生に更なる挑戦を目指して、頑張っ

て行ってください。応援しています。 

 

防災学習〜能登半島地震 派遣活動より学ぶ〜 

2024年 5月 30日 

「訓練、訓練。火災発生、火災発生。ただいま社会・

福祉科研究室付近から火災が発生しました。」 

 今日の６限 LHR 時に火災避難訓練を行いました。

朝の SHRには担任より係が用意したプリントを使っ

て、火災時にお

ける注意事項

を事前学習し

ました。 

 生徒たちは

先生の指示のもと、「押さず」「走らず」「しゃべら

ず」「戻らず」

速やかに避難

でき、阿南消

防署の原田 

卓さんからも高評価の講評をいただきました。 

 避難後、消防署員の原田さんからの防災講話では、

消火器の取り扱い、阪神淡

路大震災を契機に消防の

道を目指した事。また、能

登半島地震後被災地に派

遣され活動した時の経験

談を語っていいただきま

した。その中で、自分自身

や家族で備える「自助」、地域

で助け合う「共助」、そして消

防署や行政が行う「公助」につ

いて話され、災害に備えて自分

でできること、若い皆さんがで

きることを考えて欲しいと話されました。 

 突然訪れる災害に直面した時、的確な思考・判断に

基づいて、適切な意思決定や行動選択ができるように

なりたいです。 

https://anan-hs.i-school.jp/plugin/blogs/show/33/145/2918#frame-145
https://anan-hs.i-school.jp/plugin/blogs/show/33/145/2918#frame-145

